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はじめに

UE同士のビデオ・テスト手順の
概要

W-CDMA UEの登場により、エンジニアやビデオ電話機メーカはテストに関連する
新たな問題に直面しています。このアプリケーション･ノートでは、Agilent 8960
（E5515C）テスト・セットと、E6703 C/D/E W-CDMA/HSPAラボ・アプリケーショ
ンまたはE1963A W-CDMA/HSPAテスト・アプリケーション（E1963A-401エンドツ
ーエンド・ビデオおよびE1963A-402ビデオ・ループバック・オプション搭載）を使
用して、UE同士のビデオ／ビデオ・ループバック・テストを行う方法を紹介しま
す。このテスト・セットアップは、新しいデバイスを正確にテストできる再現性の
あるテスト環境を提供します。また、E6703Eラボ・アプリケーションは、UEと
8960間のLANビデオ通話機能をサポートしますが、詳細はWebサイトのオンライ
ン・ユーザーズ・ガイド（http://wireless.agilent.com/rfcomms/news/viewarticle.
aspx?hid=8960&aid=44&cid=GSM/GPRS/EGPRS）を参照してください。

同期／トランスペアレント型CSデータ・サービス1を使用して、以下のビデオ通話
が可能です。

● UE同士のビデオ通話を使用して、3G-324M（H.324M）ビデオ通話を、2台のテ
スト・セットに接続された2台のUE間で実行できます。この構成により、実
際のネットワーク内でビデオ通信サービスを行っているように、2台の各UE
の3G-324Mレイヤ間で通信が行えます。

● ループバック・ビデオ通信は、1台のテスト・セットでUE間のH.324Mビデオ
通信を直接確立する方法を提供します。UE同士のビデオ通信やUEと8960間
のLANビデオ通信に必要な外部構成要素は不要です。ビデオ／オーディオ・
ストリームが、アップリンクからダウンリンクに単純にループバックされま
す。このため、UEは、ビデオ・カメラが送信するデータと同じものを表示し
ます。

CSデータ・サービスを使用すると、H324MでUE同士のビデオ通話が行えます。
UE同士のビデオ通話のテストは、2台の8960に外部デバイスを接続して行なうこと
ができます。以下のような構成により、実際のネットワークを使用した場合と同じ
ように、2台のUEでビデオ通話サービスが行えます。

図1. UE同士のビデオ通話プロトコルのダイアグラム

1 CSデータ・サービスの詳細は、付録Bを参照してください。
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2台の8960を接続し、UEを8960に接続すると、1台のUEからもう1台のUEにビデオ
通話を発呼し、もう1台のUEで通話に応答することができます。発呼UEに接続さ
れた8960は、もう1台の8960に対して、UEにCSデータ同期／トランスペアレン
ト・コールをセットアップするようコマンドを送ります。コネクションが確立する
と（UEがページに応答し、通話に応答した段階）、発呼UEへの通話セットアップが
完了し、H324Mトラフィックが開始します（図1参照）。ビデオ通話はいずれかのUE
（「付録A：UE起動のビデオ通話解放」を参照）、または8960（「付録A：テスト・セ
ット起動のビデオ通話解放」を参照）から解放できます。

UE同士のビデオ通話中、UE上で多くのトランスミッタ測定が行えます。無線プロ
トコル・アドバイザ（WPA）のプロトコル・ロギング機能を使用して（E6703ラボ・
アプリケーション使用時）、8960とUE間の無線メッセージをモニタできます。WPA
は2台の8960間で送信される専用メッセージは捕捉せず、UEからのH324Mアプリ
ケーション・レイヤ・メッセージのデコードも行いません。

ハードウェア／ソフトウェアの要件

UE同士のビデオ通話テストには、以下のハードウェアが必要です。
● E6703X W-CDMAラボ・アプリケーション（C.01以上）またはE1963A W-

CDMA/HSPAテスト・アプリケーション（A.06以上）のE1963A-401エンド・ツ
ー・エンド・ビデオ・オプション付きを搭載した2台の8960テスト・セットと、
4.8ハードウェア（最新バージョンのプロトコルとDSPボード）。これは2005年2
月以降に出荷された、シリアル番号がGB 4507以降の製品での構成です。これ以
前のシリアル番号の機器については、オプション185搭載のE5515CUにアップグ
レードが可能です。

● 2台の8960テスト・セット間のLANインタフェース
● 6703LA使用時にプロトコル・ロギングを行う場合は、WPAを備えたPC1台
● 2台の電話（このアプリケーションでは、デモ用電話にAgilent USIMが取り付け
られています）

ハードウェアの構成
UE同士のビデオ・テスト用の基本ハードウェア構成を、図2に示します。プロトコ
ル・ロギングを行う場合は、ハードウェアを図3のように設定する必要があります。

図2. UE同士のビデオ通話ハードウェアの構成
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図3. プロトコル・ロギング用のUE同士のビデオ通話ハードウェア構成
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8960の設定

UE同士のビデオ・テストには2台の8960を接続する必要があり、最初に、8960同
士を設定します。

8960のIPアドレスの設定手順
1. 8960（＃1）のSystem Configキーを押して、System Config Screenにアクセスし
ます。

2. Instrument Setup（F1）を押し、8960（＃1）のIPアドレスとサブネット・マスクを
入力します。

3. 手順1と2を、8960（＃2）に対して繰り返し、IPアドレスとサブネット・マスク
を設定します。

4. 8960（＃1）に戻ります。System Config Screen画面で、左のMoreボタンを押し
ます。

5. External Device Connectionを押します（図4の画面）。
6. Ext 8960 IP Addrボタンを押して、手順3で設定した2番目の8960デバイスのIPアド
レスを入力します。

7. Connect to External 8960を押します。
8. 外部デバイス接続フィールドに"Connected"と表示されます。

外部デバイス接続は部分プリセットでは影響を受けませんが、フル・プリセットを
行うと切断されます。

図4. テスト・パラメータ設定用のシステム設定画面
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接続の確認
2台の8960が正しく接続されているかどうかを、pingコマンドを使用して確認でき
ます。この確認には、1台目の8960で以下を実行します。

1. Call Setupキーを押し、"Ping"が表示されるまで、左側のMoreキーを押します。
2. Pingを選択し、次にPing Setup（F1）を選択します。
3. Device to Pingを"Alternate"に設定します。
4. Alt Ping addrを2台目の8960のIPアドレスに設定します。
5. Start Ping（F3）を選択します。

図5. 1台目の8960の外部デバイス接続セットアップ画面

図6では、2台目の8960のConnected Device IP Addressが、1台目の8960のLAN IP
アドレスになっていますが、2台目の8960は接続開始側ではありませんので、これ
が1台目の8960のExt8960 IP Addr設定と同じである必要はありません。

図6. 2台目の8960の外部デバイス接続セットアップ画面

UEの設定
UEには特別な設定は必要ありません。音声通話を行う場合とほぼ同じです。

1. UEのビデオ・カメラを自分に向けます。
2. UEをアンテナ・カプラに接続し、UEの電源を投入します。
3. アクティブ・セルの状態がテスト・セットでアイドルを示していることを確認
します。UEがPDPコンテキストを自動的に確立（接続ステータスがPDPアクテ
ィブを表示）している場合は、End Call（Call Control 1 of 5画面のF3）を押します。



エンドツーエンド・
ビデオ・テストの手順

1. 前のセクションの説明に従って、テスト・セットとUE機器をセットアップします。
2. ロギングPCでWPAを立ち上げ、それぞれの8960に1台ずつ接続します。これに
より、プロトコルをブラウジングでき、UEとネットワーク間の相互作用をよく
理解できます。（比較用の詳細な図が「付録A：ビデオ通話発呼」に記載されて
います）。

3. 一方のUEから、任意の数字（たとえば12345）を入力し、ビデオ通話発呼ボタン
を押します。

4. 通話が進行し、8960に接続されたUEが鳴ります。ビデオ通話が確立されると、
Current Service TypeがCS Data - 64k Video Callに変わります。

5. もう一方のUEで通話に応答します。
6. ビデオ通話がアクティブの場合は、電話の画面が分割されます。上部の大型の
画面にはもう一方の電話から受信された映像が表示され、小型の画面には自機
から送信される映像が表示されます。

その他の注意事項
ビデオ通話中に、いずれかの8960が部分プリセットされると、そのUEへの通話は
無線信号なしでドロップします。もう一方のUEが通話のドロップを認識せずに通
話を終了させた場合は、手動で通話を終了するか、8960を同様に部分プリセット
する必要があります。

いずれかの8960がビデオ通話中にフル・プリセットされた場合は、外部デバイス
接続は切断され、両方の8960でそれぞれのUEの通話が終了します。
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ビデオのループバック・テスト
手順の概要

ループバック・ビデオ通信は、1台のテスト・セットでUE間のH.324Mビデオ通信
を直接確立する方法を提供します。UE同士のビデオ通信に必要な外部構成要素は
不要です。ビデオ／オーディオ・ストリームが、アップリンクからダウンリンクに
単純にループバックされます。このため、UEは、ビデオ・カメラが送信するデー
タと同じものを表示します。テスト・セットには、制御プレーン・レイヤ（H.245）
とマルチプレクサ・レイヤ（H.223）が実装されているので、UEへの真のH.325Mピ
アをエミュレートできます。テスト・セットは、データを生成するのではなくUE
から送信されるデータをループバックするので、UEに従ってH.324手順を開始し、
UEからのリクエストに単に応答するだけです。

ハードウェア／ソフトウェアの要件

ループバック・ビデオ通話のテストを実行するには、以下のハードウェアが必要
です。
● E6703E W-CDMA/HSPAラボ・アプリケーション（E.01以上）またはオプション

E1963A-402ビデオ・ループバックを搭載したE1963A W-CDMA/HSPAテスト・
アプリケーション（A.06以上）で構成された、1台の8960テスト・セット

● LANインタフェース（E6703E LA使用時にプロトコル・ロギングを行う場合）
● WPAを備えた1台のPC（E6703E LA使用時にプロトコル・ロギングを行う場合）
● 1台の電話（このアプリケーション・ノートでは、デモ用電話にAgilent USIMが
取り付けられています）

ハードウェアの構成

図7は、ビデオ・ループバック・テストを実行するための基本的なハードウェア構
成です。プロトコル・ロギングを行う場合は、ハードウェアを図8のように構成し
ます。

図7. ループバック・ビデオ通話ハードウェアの構成

図8. プロトコル・ロギング用のループバック・ビデオ通話ハードウェアの構成
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ビデオのループバック・テスト
の手順

1. UE（ビデオ電話）をテスト・セットに接続します。
2. テスト・セットの設定

● テスト・セットの電源を入れます。
● Cell Power（Call ControlのF7）を適切な値（-65 dBmなど）に設定します。
● 左のMoreボタンを押して、Call Control 5 of 5 画面を表示します。Video Call

Info（F1）を押して、Video Call Type（F1）をLoopbackに設定します。
3. UEの設定

● テストSIMをデモ用電話に挿入します（テストSIMを使用しない場合は、テス
ト・セットのセキュリティ・キーを、電話に適合するように設定する必要が
あります）。

● UEをオンにし、接続されているセルとして00101がUEの画面に表示されてい
ることを確認します。

● アクティブ・セルの状態がテスト・セットでアイドルを示していることを確
認します。UEがPDPコンテキストを自動的に確立している（接続ステータス
がPDPアクティブを表示）場合は、End Call（Call Control 5 of 5 画面のF3）
を押します。

4. E6703E LA使用時にプロトコル・ロギングを行う場合は、WPAをロギングPCで
起動します。この機能を使用してプロトコルを表示することにより、UEとネッ
トワーク間の通信を理解することができます。

5. ビデオ通話をUEから発呼します（ループバック・ビデオ通話は、テスト・セッ
トから開始できません）。例えば、数値（例：12345）を入力して"options"を選択
すると、音声通話またはビデオ通話の選択肢が表示されます。ビデオ通話を選
択して、通話接続を開始します。注記：ビデオ通話の発呼は、電話のタイプに
よって異なる場合があります（例えば、直接ビデオ通話が可能な"ビデオ通話接
続"ボタンのある電話もあります）。

6. ビデオ通話が確立すると、通話画面をモニタできます。電話に分割画面があり
ます。上の大きな画面はテスト・セットからループバックされているビデオで、
小さな画面には電話から伝送されるビデオが表示されます。

7. Loopback Video Call Counters画面をテスト・セットに表示して（図9を参照）、
電話から伝送されたビデオ／オーディオ・データとテスト・セットから電話へ
のループバックを確認します。

図9. ループバック・ビデオ通話カウンタの画面
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付録A 以下の図は、UE同士のビデオ・テストの通信プロセスを示しています。

図 A.1. ビデオ通話発呼
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ユーザ UE"A" 8960'A' 8960'B' UE'B' ユーザ

前提条件：両方のUEが起動されアイドル状態、両方の8960が「Idle」ステート

外部8960に接続

外部8960のステート == Connected

ビデオ通話起動

RRC接続セットアップ

表示：Call Status == Setup

CMサービス要求

認証／動作保護開始

セットアップ

呼設定受付

RBセットアップ

RBセットアップ完了

警告送信

接続

接続確認応答

表示：Call Status == Connected

ビデオ通話の会話

ページング・タイプ1

表示：Call Status == Paging

RRC接続セットアップ

表示：Call Status == Setup

ページ応答

認証／動作保護開始

セットアップ

呼確認

RBセットアップ

RBセットアップ完了

警告送信

表示：Call Status == Alerting

呼に応答
接続

接続確認応答

表示：Call Status == Connected
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図 A.2. UEからのビデオ通話の解放

図 A.3. テスト・セットからのビデオ通話の解放

ユーザ UE"A" 8960'A' 8960'B' UE'B' ユーザ

前提条件：アクティブなUEからUEへのビデオ通話

呼解放の起動

切断

表示：Call Status == Releasing

CC：解放

CC：解放完了

RRC接続解放

RRC接続解放完了

表示：Call Status == Idle

CC：切断

表示：Call Status == Releasing

CC：解放

CC：解放完了

RRC接続解放

RRC接続解放完了

表示：Call Status == Idle

ユーザ UE"A" 8960'A' 8960'B' UE'B' ユーザ

前提条件：アクティブなUEからUEへのビデオ通話

通話の終了

CC：切断

表示：Call Status == Releasing

CC：解放

CC：解放完了

RRC接続解放

RRC接続解放完了

表示：Call Status == Idle

CC：切断

表示：Call Status == Releasing

CC：解放

CC：解放完了

RRC接続解放

RRC接続解放完了

表示：Call Status == Idle



付録B CSデータ・サービス
テスト・セットは2種類のCSデータ・サービスをサポートしています。

● 非同期／非トランスペアレント型CSデータ・サービス
● 同期／トランスペアレント型CSデータ・サービス

同期／トランスペアレント型サービスは、H324Mマルチメディア・アプリケーシ
ョン（ビデオ電話など）で使用され、非同期／非トランスペアレント型サービスは、
IPトラフィックなどの、バースト型のデータの場合に使用されます。2種類のサー
ビスの主な違いは、異なるラジオ・ベアラ設定が使用されていて、非同期／非トラ
ンスペアレント型構成にはRLCエンティティを超えるRLPレイヤが含まれていると
いう点です（RLCエンティティは同期／トランスペアレント型構成のアプリケーシ
ョンに直接接続します）。

同期／トランスペアレント型CSデータ・サービス
同期／トランスペアレント型CSデータ・サービスを使用すると、H324Mビデオ通
話が行えます。

1種類のラジオ・ベアラがサポートされています：64k UL/DL CS Data RAB
（3GPP TS 34.108, 6.10.2.4.1.13参照）。DPCH 120 ks/s (OVSF 32) Channelization Code設
定を使用して、ダウンリンクDPCHチャネル・コードを指定できます。

非同期／非トランスペアレント型CSデータ・サービス
テスト・セットはUE発呼の非同期／非トランスペアレント型CSデータ・サービス
のみをサポートしていますが、CSデータ・サービスからの、テスト・セットおよ
びUE起動の解放の両方がサポートされています。

以下の2種類のラジオ・ベアラがサポートされています。
● 57.6k UL/57.6k DL CS Data RAB（3GPP TS 34.108、6.10.2.4.1.17を参照）
● 14.4k UL/14.4k DL CS Data RAB（3GPP TS 34.108、6.10.2.4.1.15を参照）

DPCH 120 ks/s (OVSF 32) Channelization CodeとDPCH 30 ks/s (OVSF 128) Channelization
Codeキーを使用して、これら2種類のラジオ・アクセス・ベアラ（RAB）用のダウン
リンクDPCHチャネル・コードを指定できます。

Async CS Data Source
Async CS Data Source設定を使用して、どのインタフェースでCSデータ・サービス
を使用するかを選択できます。（この設定にアクセスするには、左側のMoreボタン
を押して、3番目のメニュー画面を表示します。Data Channelsボタンを選択し、次
にCS Data Setupを選択します）。この設定はコール・ステータスが"Idle"の場合のみ
変更することができます。この設定を行うと、以下のようにトラフィック・デー
タ・ストリームへのアクセス・ポイントを指定できます。

● シリアルポート：L2R/RLPレイヤの上部をテスト・セットのリア・パネルのシ
リアル3ポートに直接接続します。Async CS Data Sourceを"Serial Port"に設定す
ると、シリアル・ポートへのデバッグ・アクセスがシャットオフされ、シリア
ル・ポートは"CS data operation"用に設定されます（データ・レート115,000 b/s、
8 ビット、パリティなし、ストップ・ビット1）。ソフトウェア・フロー制御
（XON/XOFF文字など）はシリアル・ポート全体でデータ・フローの制御に使用
されます。L2R/RLPエンティティはUEからのフロー制御コマンドに従い、内部
バッファが埋まり始めると、UEに同じコマンドを送信してデータ送信を停止さ
せます。

● IP：L2R/RLPレイヤの上部をPPP/IPレイヤに接続し、そこからテスト・セット
のLAN PORTにフィードされます。図7に示されているように、PPPレイヤは非
同期フレーミング・モードで動作します。
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図B.1 CSデータ非同期ベアラのユーザ・プレーン・プロトコルの構成

テスト・セット

IPルータ
LANポート
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ユーザ・プレーンの
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アプリケーション
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